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「今日から実践！上手な医療のかかり方」
～普及活動の展開～

プロジェクト

県民一人一人が、安心して医療を受けられることを目指して
取組の経緯

県民、医療機関、行政などが一体となって、
地域で継続的な取組ができる仕掛けづくり

事業の概要と特徴

リーフレット「保存版 上手な医療のかかり方ＢＯＯＫ」
を県内全世帯に配布

医療のかかり方を変えていくポイント

　青森県の平均寿命は全国最下位となっており、また、深刻な医師不足など医療課題があることから、本県では、県民一
人ひとりの健康づくりに関する意識の向上と地域の医療提供体制の充実に重点的に取り組んでいます。
　このような中、県民意識調査では、医療に関連する項目の重要度（関心）が最も高いとされた一方、その満足度は十分
とは言えない結果であったことから、外部有識者の提言等を踏まえ、県政運営の基本方針である「青森県基本計画『選
ばれる青森』への挑戦」（2019～2023年）において、重点的に取り組むべき政策として、「上手な医療のかかり方の推
進」を位置づけました。
　人口減少や高齢化の進展する中、医療を受ける側である県民一人ひとりが、健康的な生活習慣づくりに取り組み、医
療を取り巻く環境の変化や制度に関する理解を深め、医療の適切な選択や受診を行えるよう、令和元年度から、集中的
に取組んでいます。

　本県特有の課題でもある「受診の遅れによる病状悪化」を始め、「大病院での長い待ち時間」「救急
医療現場の疲弊」等の改善を念頭に、普段あまり医療に馴染みがない方でも、受診の際の参考とな
るよう、上手な医療のかかり方のポイントをまとめたリーフレット「保存版 上手な医療のかかり方ＢＯ
ＯＫ」を制作し、「みんなで医療を考える月間」である１１月に、県内全世帯及び医療機関へ約５６万
部を配布しました。
　また、市町村広報誌や、県ホームページでの周知、動画の掲載、テレビ番組でのＰＲを連動して行う
など、集中的に啓発に取り組みました。
　希望に応じ、「上手な医療のかかり方」の出前講座を実施しているほか、イベント配布用として作成
した、お薬手帳などに差し込めるポケット版リーフレットを活用し、市町村や医療機関等が主催する健
康まつりや公開講座等のイベントとタイアップして、今後も啓発活動を展開していきます。

　リーフレットの制作にあたっては、上手に医療にかかることが自身のメリットになることを、フローチャー
トとイラストを組み合わせてわかりやすく解説しました。
　また、クリニックと大病院の役割とその意義、コンビニ受診への警鐘、かかりつけ医をもつことの重
要性、コロナ禍での適切な受診の必要性を盛り込みました。
　事業実施にあたっては、県医師会や医療機関、市町村など多くの関係者の賛同と協力をいただきな
がら、普及啓発活動を展開しています。
　今後も地域において継続的な取組となるよう、イベントで配布するポケット版リーフレットの作成や、
医療機関の待合室などで放映が可能な動画の配布など、県民、医療機関、行政などが一体となって啓
発できるような仕掛けを作りました。

医療に（今は）関心の無い人にも
伝わるようにしたい

取組の経緯

白か黒かのようにシンプルには伝えられない
医療のことを、マンガの表現で幅広く発信

事業の概要と特徴

患者と医療従事者の視点の違いを
マンガで伝える

医療のかかり方を変えていくポイント

　370万人以上が居住する横浜市における医療提供体制を将来にわたり持続
的なものとするためには、行政・医療機関に加えて、実際に医療を受ける市民の
理解や協力が必要です。医療計画に準じる「よこはま保健医療プラン」でも基本
理念に「市民・関係機関・行政の間での共通認識」の促進をあげています。
　多くの方に目を向けてもらうにはどうしたらよいか、従来型の情報発信を見直
し、「医療の視点」というコンセプトで取り組んでいます。主たる目的は、医療へ
関心を向けていない市民にも、新たな気付きを持ってもらうことです。

　「医療の視点」を象徴する取り組みとして「医療マンガ大賞」を
2019年より実施しています。患者と医療従事者では、同じ出来
事でも捉え方が異なるという点に着目しました。原作エピソードを
双方の視点から感情の起伏を含むマンガで描き、共感とともに関
心を向けてもらうきっかけ作りに取り組んでいます。医療情報を
発信するメディアの協力も得ながら取組の輪を広げています。入
賞作品はwebサイトで全編公開し、ＳＮＳでの情報拡散やシェア
も容易となるような導線を確保しています。

① 多くの市民から見て、個別性もあり複雑とも言える医療という
　 テーマを広報するには、多様な表現が可能なマンガは有効

② 気づいてもらう、興味を向けてもらうことが重要なので、市民
　 の関心事を踏まえ、多くのチャネルから発信

③ 無関心な層への情報伝達では、1度で網羅的に伝えきることよ
　 りも、伝わる環境と持続して話題にのぼる工夫が重要

青森県
受賞者

〒030-8570　青森県青森市長島一丁目１－１ ０１７－７３４－９２８７

出前講座

フローチャートでわかりやすく解説

※第２回：コミュニケーションの難しさ
　受賞作から抜粋（両視点）

患者視点 医療従事者視点

※マンガを用いた広報手法イメージ

リーフレット

健やか力向上推進キャラクター
「マモルさん」

電話所在地
URL E-mailhttps://www.pref.aomori.lg.jp/ iryo@pref.aomori.lg.jp

医療のコミュニケーションギャップを
視点の違いにより描く「医療マンガ大賞」！
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横浜市
受賞者

〒231-0005　横浜市中区本町6丁目50番地の10 045-671-2993電話所在地
URL E-mailhttps://iryo-manga.city.yokohama.lg.jp/ ir-shiten@city.yokohama.jp
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